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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

令和６年度から市内中学校統合により市内

１中学校となったことで、現存する各部活動の

所属人数は増加した。しかしながら、今後の生

徒数の見通しでは、2036年におおよそ半分程

度の生徒数の減少が見込まれる。近年の出生

数を鑑みると、その後も減少することは想像がで

きる。また、これまでのアンケートの実施で見えて

きた教職員の部活動への多様な考え方から、設

置している部活動を学校単位で維持することが

難しくなると考えられる。

有田市として「多様なスポーツ活動や文化的

活動に取り組みたい。」や「よりひとつの競技の力

を極めたい。」というような参加者が主役になる活

動を実施するためには、アンケート等で実態を把

握し、種目のニーズや受益者負担の考え方、送

迎等の負担に関する不安などを丁寧に読み取り、

必要な時期が訪れるまでに、どのような体制づくり

に着手すべきかを検討を進める。

最後に、希望する教職員が地域スポーツクラブ

の指導者としても活躍をしてもらえるように、資格

を必要とする者への資格取得の促進を行っていく

ことや、安心安全な指導のあり方について研修の

機会を設けることが必要であると考えている。

面積 ３６．９２k㎡

人口 ２５，１７２人

公立中学校数 １校

公立中学校生徒数 ６１０人

部活動数 ２３部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置済

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

作成途中

【課題】

現在の有田市の出生数を考慮

すると、10年先には学校単位で

の部活動維持は難しくなる。

出典:部活動地域連携・移行に関する取組の

お知らせNo.1「有和クラブについて」
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会

・教育総務課・・・部活動改革の事務局、学校との連携及び調整

・生涯学習課・・・教育総務課との連携

◉首長部局

・経営企画課・・・予算措置

令和６年７月 有和クラブ事業説明

令和６年１０月 有和クラブ実施

令和６年１０月 生徒アンケート実施

令和６年１１月
つくば市教育委員会とオンライ
ン交流

令和７年１月 広報発信

令和７年２月 検討会議実施

令和７年２月
兵庫県部活動地域移行シンポ
ジウム参加

【地域】
小学生から
大人まで

YUWAクラブ（仮称）【事務局：有田市教育委
員会内】

有和中学校

地域クラブ活動（多様なニーズに応じた活
動）

指導者登録

活動参加

指導

希望する教師の
指導者登録

生徒の参加
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 １校 実施した地域クラブ総数 ４クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） １クラブ（１部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） ３クラブ

全体の指導者数 ９人 全体の運営スタッフ数 １０人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団
体種別

種目 実施回数
実施時
間帯

参加者
（学年別）

実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加方

法

有和クラブ

教育委
員会運
営任意
団体

ホッケー 週１回 休日
中学1年生
中学2年生

令和6年
１０月から
令和7年2
月

有和中学
校

２ 人 ２
練習試合時
の移動代徴
収

中体連：部
活動

軟式野球
（新）

週１回 休日
中学1年生
中学2年生

令和6年
１０月から
令和7年2
月

有和中学
校

３ 人 ３
練習試合時
の移動代徴
収

中体連：部
活動

剣道（新） 週１回 休日
中学1年生
中学2年生
中学3年生

令和6年
１０月から
令和7年2
月

有和中学
校

２ 人 ２
練習試合時
の移動代徴
収

中体連：部
活動

柔道（新） 週１回 休日
中学1年生
中学2年生
中学3年生

令和6年
１１月から

令和7年2
月

有和中学
校

２ 人 ２
練習試合時
の移動代徴
収

中体連：部
活動

③その他、体験会やイベント等の開催実績 ●サッカー教室
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

ホッケー、軟式野球、剣道、柔道

運営団体名 有和クラブ

期間と日数

ホッケー：１０月５日 ～ ２月１５日
月４回程度

野球：１０月６日 ～ ２月１６日
月４回程度

剣道：１０月２７日 ～ ２月１６日
月４回程度

柔道：１１月３日 ～ ２月１６日
月４回程度

指導者の主な属性 教員、地域指導者（市外在住2名）

活動場所 有田市立有和中学校

主な移動手段 自転車、公共交通

１人あたりの参加会費
等（年額）

練習試合等での移動に係る交通費負担

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

●有和クラブ 活動概要

●事務局（有田市教育委員会）２ 名

役割：学校との連絡調整、保険加入・諸謝金等の支払い事務等を行う

●指導者 ９ 名

役割：技術指導、保護者対応等の活動に直接関する実務を行う

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等

有
田
市

有
和
ク
ラ
ブ
（
運
営
主
体
）

有
和
中
学
校

ホッケー

軟式野球

剣道

柔道

スポーツ教室

任意のク
ラブ設立 参加

・運営体制の整備
・地域クラブ活動の実施
・指導者謝金の支払い
・保険加入
・連絡体制

市
外
中
学
生

市
内
外
小
学

生
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実①

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

○部活動指導員が主として指

導を務めていた部活動（ホッ

ケー）の休日の移行を行った。

○より競技性を極めたいという思

いを持つ子へ、対象の種目を開

設し運動機会を設けた。

○アンケートの結果からサッカー

教室を開催した。

参加人数 ８４人、サッカー教室１８名 指導者数 ９人、サッカー教室３講師

属性 教員、地域指導者

具体的な内容
①ホッケー部の休日の地域移行を試行
②野球、剣道、柔道において希望する者への練習機会を設定
③アンケート結果よりサッカー教室を開催

子供の声

①部活動指導員と同じ指導者が、指導することで困った事が「ある（12.5％）、ない
（87.5％）」であった。
②よりたくさんの練習ができたことに満足感を示す者が多かった（大変満足52.8％、満足
30.6％、普通16.7％、不満及び大変不満0％）
③実施が直近のため感想をとれていない。今後も継続実施の予定のため、その際にアンケートを
実施する予定

関係者の声

①学校教員で兼務の者は、自分が休んでも任せられるので助かるとの意見。地域指導者は、生
徒対応に悩みを抱えていたため、事務局が助言を実施。
②より活動を希望する者への機会提供ができたことが有り難い。新たな指導者の加入による負担
軽減は助かった。
③同世代のサッカーをしている子との交流機会が良いと感じた。

運営経費

【①、②】
指導者謝金1,600円／1時間
（費用弁償別途支給）
保険／選手800円／指導者
1,850円
【③】
サッカー教室講師代
10,500円✕3名
保険代 2,000円

活動の詳細

出典:部活動地域連携・移行に関する取組の

お知らせNo.２「アンケート結果について」
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実②

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

参加した中学生８４人を対象としたアンケートを実施（回答率９０％）した結

果、ホッケーにおいては、部活動指導員と同じ指導者が休日の指導することで困った

事が「ある（1０％）、ない（９０％）」であった。「ある」という回答では、活動内

でのもめ事に対する悩みがあり、このような事態への対応は課題として捉えている。野

球、剣道、柔道の活動は、よりたくさんの練習ができたことに満足感を示す者が多

かった（大変満足６８．２％、満足２２．７％、普通９．１％、不満及び大

変不満０％）。野球においては、地域指導者が指導に関わることで、「いつもと違う

ことを聞けた」や「守備が上手くなった」などの肯定的な意見が聞けた。また、活動人

数の多い休日を主に活動するため、平日の活動日を３日にすることで、時間外勤

務の削減に繋がった。

生徒向けアンケートを実施することで、今の中学生たちの生の声を聞くことができた。

また、その結果よりサッカー教室を開催したことで、自チームの選手以外との関わりや、

外部講師の意見を聞くことができた。

取組の成果

今後の課題と対応方針

今年度は、活動開始が遅れた分、予定していた活動まで至っていないこ

とが大きな課題を残している。次年度へ向け、４月以降すぐに活動に取り

組めるように、今年度参加してくれている種目関係者との協議を実施し、

受益者負担を含めた方向性を検討したい。また、アンケートから把握できた

多様なスポーツへの希望も含め、中学生だけでない幅広い年代が参加で

きる活動を展開するため、各種団体との交渉を進めるとともに、当活動の

趣旨を地域企業等へ広報し、賛同いただけるところからの支援を募る体制

づくりに着手する。また、指導者の確保の観点からも地域全体への広報も

引き続き行いながら、教職員を含めて一定の指導者へ負担がかかる体制

からの脱却できる体制を整えたい。

実証事業参加者へのアンケートから
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等①

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

今年度は、初年度もあり実質の受

益者負担を抑えるようにし、練習試

合などの対外への交通費について

負担をしてもらった。生徒アンケート

の実施により、受益者負担への生

徒の考えを問うことができた。

現在は事務局を教育委員会内に置いているため、

実質の経費は発生していない。今後、既存団体も

しくは新設の団体への委託を行う際には、ＰＣ機

器の購入から始まって、各種費用の発生は見込ま

れる。

取組事項 地域クラブに係る経費

■イニシャルコストの分析

・指導者謝金 1,600円／１時間

・事務局人件費（※現在、教育委員会が事務

教のため経費無し）

・消耗品費

※基本、既存の部活動の用具を借りての活動を

行っている。次年度に必要な経費を算出する予定

■ランニングコストの分析

持続的な運営に必要な受益者負担額の試算

今年度の設置部活動数や部活動

加入人数をもとに、必要な人件費

（指導者謝金）や、活動に対する

受益者負担額を試算した。指導者

2名が祝休日（Ｒ７年度）に全て

の部活動で指導した場合に、およそ

の交通費を含めると約1,600万円

の人件費が必要になる。また、月額

500円を600名の生徒から徴収す

ると、360万円の運営費が生まれる。

【指導者謝金】

部活数 顧問 謝金／時 時間 祝休日 謝金予想

23 2 1600 3 66 14,572,800    円

23 3 1600 3 66 21,859,200    円

23 4 1600 3 66 29,145,600    円

【指導者交通費】

部活数 顧問 交通費／日 祝休日 交通費予想

23 2 500 66 1,518,000      円

23 3 500 66 2,277,000      円

23 4 500 66 3,036,000      円

【受益者負担】

会費 500 円／月 ✕ 12 ヶ月 6,000¥         円／人

会費 1000 円／月 ✕ 12 ヶ月 12,000¥       円／人

生徒数 600 人 ✕ 6,000¥    円／人／年 3,600,000¥  円／年

生徒数 600 人 ✕ 12,000¥  円／人／年 7,200,000¥  円／年

全ての生徒が参画できる活動の場にし、ＰＴＡ会費として毎月徴収

収支バランス

収支のバランスは、今年度の受益者負担（月謝）は求めずに実施を行った。

指導者への人件費を全て公費で補うか、左記のように受益者負担の一部も含めてい

くか、次年度の以降の取組で適切なバランスの検討を行っていく。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等②

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

生徒向けアンケートから、下記に示すような意見を得ることができた。現在、

市内に設置する１中学校においては、年間2,000円の任意の保護者寄

付を各家庭へ依頼している形で、それ以外、毎月徴収しているものは存在

しない。そのため、個人の道具費、練習試合等での遠征にかかる交通費

など、その都度、発生する費用負担のみで活動を行っているため、「部活動

には、お金がかからない」という思いが強いのがよくわかった。

取組の成果

今後の課題と対応方針

年間の活動の中で必要な経費を算出し、その活動に値する受益者負

担についての検討が必要である。今年度は、生徒にのみアンケートを実施

しているが、保護者へのアンケートも実施し、検討する資料の収集に努める。

また、教員の勤務時間という点で議論をすると、生徒数の減少が見込ま

れる１０年先よりも早い段階で、現状の部活動のかたちを維持することが、

難しくなることも踏まえた上での丁寧な説明を重ね、活動維持のために必

要な受益者負担への理解に繋げていきたい。

実証事業参加者へのアンケートから
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

具体的な推進計画等を地域へ発信し、アンケート回答者が課題意識を持った中で

の回答ができる環境を作っていきたい。また、多様な生徒のニーズへ応えていくための

体制づくりとしては、各種目新たな指導者の確保が必須で、また、活動する人数に対

し安全面を考慮した指導者の数を鑑みた予算確保が課題になる。そうした、財政的

な課題の洗い出しを含め、持続可能な運営体制の検討を重ねる。

併せて、現在教育委員会が運営しているかたちを地域の団体へ移すかたちを検討し、

地域や生徒が主体になって活動する場の設定に繋げられるようにする。

●今後に向けて

事業開始が１０月からになったことにより計画を大

幅に変更した。

日常的に部活動指導員が部活動の指導を行って

いるホッケー部について、休日の活動をクラブチームの

活動として実施した。指導者は、部活動指導員と部

活顧問が登録し、指導を行った。他、地域のホッケー

経験者等への活動の紹介をしつつ、次年度以降の

指導者確保へ繋げている。

軟式野球、剣道、柔道については、競技力の向上

をより目指したいという生徒のニーズに応じて、希望す

る生徒が参加できる休日の活動日を設けた。指導

者は、教員と地域指導者が登録した。地域の指導

者が参画した活動では、参加した生徒から肯定的な

声があがっている。

10月に生徒アンケートを実施し、地域移行に対す

る思いや部活動への思いを把握した。アンケート結果

を広報として生徒及び保護者にお知らせした。また、

2月に実証事業参加生徒へもアンケートを実施した。

2月に検討会議を開催し、学校をはじめ各関係者の

意見を交流した。

ホッケー部の休日の活動をクラブチームとしての形にしたことにより、困り感を抱いた参

加者が1名いたが、それ以外は特に困り感を感じていなかった。関わった教員は、クラブ

チーム化ということで、「自身が携われない日も活動日として設定でき、安心して任せら

れることが良かった」との感想であった。軟式野球、剣道、柔道では、希望する生徒が

参加できる休日の活動日を設けたことに対して、満足する声が9割を超えた。また、一

人一人が保険へ加入し活動する中で、急なトラブルへの対応もでき、大きな自己負

担を防ぐことができた。

生徒アンケート結果に基づいて地域移行についての情報の発信が足りていないことに

気づけた。広報の発信により、中学生及びその保護者、学校関係者等へ現状を周

知できたことにより、運営へ興味を示してくれる地域団体も現れた。
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●参加者の声●アンケート結果

Q.部活動の地域移行について知ってい
ますか?

Q.所属する部活動の活動時間や活動
日を増やしたり、し合いや発表の機会を
増やして、もっと活発に活動したいと思
いますか?

Q.学校の先生だけでなく地域の指導者
に教えてもらうことに不安はありますか?

Q.現在所属する部活動の活動内容や
頻度に満足していますか？

Ｑ．今回の実証事業において、部活動の顧問の先生以

外の指導者が参加することで良かったことはありますか。

Ａ．中学２年生

「顧問の先生が教えてくれないことや自分に合ったことを
教えてくれたこと」

Ａ．中学２年生

「クラブ活動においての新しい知識を得ることができた。」

Ａ．中学１年生

「部活動の顧問の先生が普段教えないことを教えてく
れた。」

指導者

地域の指導者が主で指導してくれることで、以前のように、

自身の予定で、活動を休みにしないといけないことがなく

なったので気持ちが楽になった。

指導者

選手に対する指導者の数が少なくなる活動日もあったの

で、保険加入だけした上で、ボランティアで指導へ来てくれ

る方がいたのは助かった。
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2.実証内容と成果③

【生徒・保護者向け広報（通信）】

参考資料

アンケートの結果から、地域移行について知らない生徒が７６％であった。

そのため、部活動が地域移行された場合に、参加したいかどうかを尋ねても

６４．７％の生徒が「まだ、わからない」という回答をした。この結果から、

当事者である生徒への発信を行うことが必要と考え、定期的に広報するこ

とに繋がった。なお、地元の公民館にも配布している。また、広報を見た方

から、「いつまでにどうなるのか」という声もいただき、子どもをはじめとする地域

の方々が分かりやすい情報の発信が求められている事が把握できた。

出典:部活動地域連携・移行に関する取組のお知らせ

アンケート結果・広報資料
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【野球活動様子】 【柔道活動様子】

【ホッケー活動様子】 【剣道活動様子】 【サッカー教室様子】
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

令和４年

実証事業参加
教育委員会主
体の任意団体
による活動

検討委員会開催

令和５年 令和６年

教員アンケート
講演会実施
（教員向け、地
域向け）

教員アンケート
（広域でのア
ンケート実施）

実証事業再開
地域クラブ活動
の拡大

令和７年以降

実施にあたって生じた課題

１中学校に統合されたことにより、人数の減少による活動維持困難と

いう課題がなくなったことにより、以前よりも課題意識が薄まっている。し

かしながら、２年連続で実施した教員アンケートにおいては、地域移行

が必要と感じている教員が一定数いることから、開始時期を遅らせなが

ら慎重に説明を重ねて事業を開始した。指導者の確保を行うことを目

指し該当する協議関係者への声かけを行ったが、指導者同士の考え方

にも差があるため、合意に至らない状況であって、今も確保へ向けての

検討を行っている。

事務局を行政で持つことのメリット（管理面）もあるが、会計面では

デメリット（支払い関係、予算流用等）があることに直面した。

今後の展開

令和７年４月以降も活動を継続できるチームから継続するとともに、新

たな競技クラブの参入、子どもが主体になる新しい活動を展開していき

たい。また、受け皿となる団体との令和８年度以降を見据えた体制づく

りの協議も並行して行う。

ステークホルダー

学校、体育協会、スポーツ推進委員

市教委、地域活動団体

経過

令和４年度に実証事業に参加し、当時設置されていた３中学校の

協力のもと、教員及び地域関係者に対する講演会を開催した。また、

中学校長と本件に関する連絡を継続的に実施。令和５年度に検討

委員会を開催し、現状の報告を行い、学校や関係団体と意見交流を

実施。令和６年度、市内１中学校に統合されたことにより、事業開始

は遅れたが、必要性を学校へ説明した上で開始した。

実施内容

１０月からは市内１中学校の１部活動において休日の部活動をクラ

ブチームとしての活動に移行した。また、より活発な活動を望む生徒の

ニーズに応えるための環境として、３競技クラブを設置し活動の機会を

設けた。２月には、アンケートの結果から、サッカーへの興味がある生徒

が多かったため、サッカー教室を開催した。
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性
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